
１ 国語 

学校番号 318 

平成３１年度 国語科 

教科 国語科 科目 
国語総合 

（古典分野） 
単位数 ３ 年次 １ 

使用教科書 「国語総合 改訂版（古典編）」（大修館書店） 

副教材等 

読んで見て覚える重要古文単語３１５ （桐原書店） 

八訂版 読解をたいせつにする体系古典文法（数研出版） 

改訂版はぎとり式 古典文法マスタードリル１ （数研出版） 

カラー 小倉百人一首 二訂版 （京都書房） 

必携 新明説漢文 （尚文出版） 

必携 新明説漢文シリーズ 基本練習ノート （尚文出版） 

改訂増補版 最新国語便覧 （浜島書店） 

読み解く古典１ （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年生では古典における「語彙」「文法の基礎知識の定着」と「その活用力」を身に付けましょう。 

・文法の基礎知識とは… 

古文：「用言（動詞・形容詞・形容動詞）」「助動詞」「助詞の一部」 

漢文：「訓読」「書き下し」「置き字」「再読文字」「返読文字」「重要句法の一部」 

・以下の２点が大きな目標です。 

目標①：上記の知識を覚えているかどうか。 

目標②：それらの知識を活用し、読解に役立てられるかどうか。 

・上記の目標を達成するための手だてとして、以下の点に注意してください。 

  手だて①：授業中は、よく聞き、よく議論し、「頭を働かせる」こと。 

  手だて②：授業中は「黒板を写すだけの作業にならない」こと。 

  手だて③：授業を有効にするために、「予習を必ず行う」こと。 

  手だて④：小テストや定期テストで、「自己の定着度と理解度をチェックする」こと。 

・古典の世界観に触れ、伝統的な言語文化を味わってください。 

２ 学習の到達目標 

・古文の基本的な教材を読み、語彙・文法・文学史を学ぶ、読解に役立てる。 

・漢文の訓読ができるようになり、音読して独特の表現を理解する。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

・「小倉百人一首」の和歌を理解・暗唱し、日本文化・伝統の世界に触れる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲 

・態度 
b:話す・聞く力 c:書く力 d:読む力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に関心を持

ち、意欲的に学習

に取り組もうと

する。 

  学んだ知識を活

用し、古典を的確

に読解すること

で、理解を深めて

いる。 

古典における語

彙・文法・重要句

法などを理解し、

身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

  記述の確認及び

分析（ノート、ワ

ークシート） 

定期考査 

定期考査 

小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

前
期
（
第
一
中
間
ま
で
） 

古
文
入
門 

【古文】 

○世俗説話  

 『宇治拾遺物語』 

①「児のそら寝」 

◎    ◎ 

a:意欲的に学習に取り組もう

としている。 

d:動詞の活用を理解して読解

に役立てている。 

e:以下の文法事項を理解し、覚

えている。 

○動詞の活用 

a:行動の観

察、課題の

提出状況 

d、e:課題、

小テスト、定

期考査 

 

動
詞
の
学
習 

○随筆  『徒然草』 

②「奥山に猫またといふもの」 

③「ある人、弓射ることを習ふに」 

 

○   ◎ ◎ 

前
期
（
第
二
中
間
ま
で
） 

用
言
（形
容
詞
・形
容
動
詞
）と
助
動
詞
の
学
習 

【古文】 

○随筆  『枕草子』 

①「雪のいと高う降りたるを」 

  

 

 

○   ◎ ◎ 

a:意欲的に学習に取り組もう

としている。 

d:用言の活用と助動詞を理解

して読解に役立てている。 

e:以下の文法事項を理解し、覚

えている。 

○形容詞・形容動詞の活用 

○助動詞 

過去「き・けり」 

完了「つ・ぬ・たり・り」 

推量「む」打消「ず」 

○副詞 

 禁止「な～そ」 

○係結び（係助詞） 

○接続助詞「ば」「つつ」 

a:行動の観

察、課題の

提出状況 

d、e:課題、

小テスト、定

期考査 

 ○歌物語  『伊勢物語』 

②「芥川」 

③「筒井筒」 

 

○   ◎ ◎ 

前
期
（
期
末
ま
で
） 

漢
文
入
門 

 

訓
読
の
き
ま
り 

【漢文】 

○漢文入門 

 ①漢文とは 

（訓点～訓読に親しむ） 

 

 

 

◎    ◎ 

a:意欲的に学習に取り組もう

としている。 

d:訓読のきまりを理解し、音読

や読解ができている。 

e:以下の文法事項を理解し、覚

えている。 

○訓読のきまり 

○置き字、返読文字、再読文字 

○重要句法 

 ③反語「安」 

 ④疑問「乎」 

○用字 

②「之・方・而・即・肯」 

③「為・乃・能・固・遂・終」 

④「已・若」 

○助動詞の一部 

a:行動の観

察、課題の

提出状況 

d、e:課題、

小テスト、定

期考査 

 

○故事成語 

 ②「漁父之利」 

 

 ③「蛇足」 

 

 ④「朝三暮四」 

 

○   ◎ ◎ 

【古文】 

○補充 
     



後
期
（
中
間
ま
で
） 

古
文 

助
動
詞 

【古文】 

○日記  『土佐日記』 

 ①「門出」 

 

 

 ②「帰京」 

 

 

○   ◎ ◎ 

a:意欲的に学習に取り組もう

としている。 

d:助動詞や重要句法を理解し、

読解に役立てている。 

e:以下の文法事項を理解し、覚

えている。 

○助動詞 

推定「なり」 

断定「なり・たり」 

推量「べし・けむ・らむ・まし」 

○副詞 

不可能「え～ず」 

○係助詞 

 逆接「こそ＋已＋、～」 

○重要句法 

③使役・抑揚・比較・反語 

④部分否定・受身・反語・ 

詠嘆・疑問 

a:行動の観

察、課題の

提出状況 

d、e:課題、

小テスト、定

期考査 

 

漢
文 

句
法 

【漢文】 

○史話   

 ③「先従隗始」 

 

 （④「雑説」） 

 
○   ◎ ◎ 

後
期
（
期
末
ま
で
） 

韻
文
（古
・漢
）  

 
 

 
 

 
 

【古文】 

○三大和歌集 

①『万葉集』 

②『古今和歌集』 

③『新古今和歌集』 

 

【漢文】 

○漢詩 

④絶句 「静夜思」・・・ 

⑤律詩 「香炉峰下」・・・ 

 

○   ○ ◎ 

a:意欲的に学習に取り組めて

いる。 

d:この１年間で学習した文法

事項を活用し、読解に役立て

ている。 

e:以下の文法事項を理解し、覚

えている。 

○用言 

 活用表の全て 

○助動詞 

 助動詞活用表の全て 

○和歌の修辞法 

 

 

 

a:行動の観

察、課題の

提出状況 

d、e:課題、

小テスト、定

期考査 

 

１
年
の
文
法
学
習
ま
と
め
（完
成
） 

 

【古文】 

○評論  『玉勝間』 

⑥「古よりも後世のまされること」 

 

（⑦『奥の細道』「平泉」） 

 

以下の完成 

☆用言活用表 

☆助動詞活用表 

☆再読文字一覧 

○   ◎ ◎ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 


